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令和8年6月10，11日開催の高等裁判所長官、

地方裁判所長及び家庭裁判所長会同におけるもの
最高裁判所長官挨拶

施行されることとされており、限られた期間で必要な

準備を行っていかなければなりません。デジタルの特

徴を踏まえた上で、裁判所全体で早急に運用のありよ

うの検討を進め、関係機関とも連携を図っていく必要

があります。また、裁判員裁判対象事件を含め、複雑

化・困難化の傾向が見られる事件への対処に向けて、

裁判官同士で知見の共有、承継を図るとともに、検察

官や弁護人とも課題を共有し実践的な取組を進めて

いくことが期待されます。

家事の分野では、民法等の一部を改正する法律が本

年4月に施行され、成年後見制度の見直しが進められ

るなど、重要な制度改正が相次ぐ中、立法趣旨を踏ま

えた適切な審理運営の実現のため、家庭裁判所に求め

られる役割にはとりわけ大きいものがあります。また、

家事の手続についても、民事非訟の手続と共に、令和

10年6月までにデジタル化が全面的に開始される

予定です。新たな制度にも適切に対応しつつ、デジタ

ル化時代にもふさわしい合理的で効率的な事務の在

り方について検討を進めていく必要があります。

少年の分野でも、刑事裁判と同時期にデジタル化が

始まるほか、非行のメカニズム等の解明に困難を伴う

事件が増加している中、引き続き、事件の内容や個々

の少年の問題に応じた必要な調査・審理の在り方を検

討し、適切な運用を行うことが求められます。

デジタル化は、情報の共有・流通の在り方、標準化

を含めた事務フロー、業務の分担と連携の仕方等の見

直しなどを通じ、裁判官を含めた職員一人一人が中核

的な事務に注力できる態勢を整えることにより、裁判、

司法行政を問わずおよそ裁判所の行う業務全般を再

構築する契機となるものです。それは、まず何よりも、

人的・物的資源を最適化し、組織全体の事務処理能力

を向上させることにより、国民に提供する司法サービ

スの質の向上に資するものです。同時に、働き方が多

様化する中で、全ての職員が個性や経験等に応じ生き

生きとやりがいを感じながら働くことができる職場

環境の整備につながるものでもあります。社会の変化

科学技術が急速に発展し、少子高齢化を始めとする

人口動態の変化や、それに伴う社会経済構造の変容が

進み、国民の価値観や行動様式が多様化しています。

このように社会の在り方が大きく変化する中で、裁判

所を取り巻く環境も、これまで経験したことのない速

度と規模で変わりつつあります。裁判所が取り扱う事

件は、多様化や複雑化が進み、意見や利害の対立が先

鋭化する場面も多く、容易に解決に至らない紛争が増

えているものと考えられます。しかしながら、このよ

うな状況の下においても、紛争を適正かつ迅速に解決

し、司法に対する国民の信頼を確保し、法の支配を実

現する基盤であり続けることが、私たちに課された使

命であることに変わりはありません。

本年5月に、民事訴訟手続の全面デジタル化、いわ

ゆるフェーズ3が始まりましたが、今後刑事・少年、

家事・民事非訟も順次デジタル化されることが予定さ

れており、おおよそ2年後には全分野でデジタル化が

進展することになります。大規模なシステム開発及び

情報通信基盤の刷新といったデジタル化に関する大

型かつ複数のプロジェクトが同時並行で進む中で、庁

の規模や実情も異なる全国の裁判所において、これほ

どの短期間でデジタル化を着実かつ円滑に実行して

いくことは、これまで経験したことのない大きな挑戦

です。私たちは、裁半l1制度を運営する責任を負う者と

して、重く困難な課題を背負っていることを改めて自

覚する必要があります。

民事訴訟の分野におけるフェーズ3が、民事裁判実

務を大きく変容させるものであることはいうまでも

ありません。まずは、法の趣旨に沿った実務運用の定

着に全力を尽くすことになりますが、同時に、これま

で積み重ねてきた議論を実践しながら、この先の新た

なシステム導入をも見据え、デジタルツールやデータ

の利活用により、審理運営を更に合理化するための取

組を進めていくことが求められます。

刑事の分野においては、令和9年3月までに訴訟や

令状を含めた手続全般のデジタル化に関する規定が
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の速度が速く、また、AIに象徴される急激な技術革

新といった浮動要素の存在もあり、先行きを見通すこ

とは必ずしも容易ではありませんが、そうであればこ

そ、こうした取組を通じ、変化にもスヒ．－デイーに対

応できる柔軟で持続可能な組織態勢を構築する必要

があるのです。そして、私たち個々人には、こうした

取組の継続性や次代への承継を意識しながら、「トラ

イアンドエラー」、「走りながら考える」の発想で取

組を積み重ねていく、そうした姿勢が求められている

ことも忘れてはなりません。

司法の果たすべき役割が一層高まる中で、裁判所が

国民の期待に応え、その信頼を得続けられるよう、一

人一人がその職責の重さを改めて認識し、将来を担う

若い世代の発想や視点も生かしつつ、裁半ll所全体で真

筆に職務に取り組んでいくことを期待して、私の挨拶

といたします。

以上
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司る関係となっていた。

（4）被上告人は、令和5年6月頃、Aに対し、離婚す

ることを考えていると伝え、Aも、これに異論がなかっ

たことから、その申出を了承した。Aは、同年7月頃、

被上告人から､子らの養育費などについて弁護士に相談

に行く旨を伝えられ､被上告人が着々と離婚に向けた準

備を進めていると考えた。これらのやり取りも全て電子

メールによって行われた。

上告人は、令和5年6月頃、Aから、被上告人との離

婚を考えている旨を伝えられ、それ以降、離婚に関する

相談を受けるようになった。

(51 Aは、令和5年8月頃、被上告人から、電子メー

ルで､以後家計を別々に管理すること及び互いのプライ

バシーに干渉しないことを提案され、これに同意した。

Aは、これによって、被上告人とは離婚をしたのも同然

の状況にあると考え､被上告人とすぐにでも離婚するこ

裁判例

民事

◎夫婦の一方が他方と不貞行為に及んだと

する第三者に対しいわゆる不貞慰謝料の

支払を請求する場合において当該第三者

に過失があるとした原審の判断に違法が

あるとされた事例

件名 損害賠償請求事件

最高裁判所令和7年（受）第933号

令和8年6月5日 第二小法廷判決 破棄差戻し

上 告 人 Y とができるように、離婚届の用紙を入手し、Aに関する

被上告人 X 部分に記入して、保管した（以下、このAが記入した離

原 審 高松高等裁判所 婚届を「本件離婚届」という｡)。

主 文 (6) Aは､上記(4)の相談を重ねるうちに上告人に好意

原判決中上告人敗訴部分を破棄する。 を抱くようになり、令和5年8月頃、上告人との仲を深

前項の部分につき、本件を高松高等裁判所に差し戻 める意図の下、上告人に対し、本件離婚届を見せ、被上

す。 告人とは離婚するつもりであることや､被上告人から家

理 由 計を別々に管理することを提案されたことを伝え､互い

上告代理人馬場亮輔の上告受理申立て理由（ただし、 のプライバシーに干渉しないことを提案する被上告人

|排除されたものを除く｡）について との間の電子メールのやり取りを見せるなどした｡Aに
1 本件は、被上告人が、その妻であったAと不貞行 好意を持たれていることを意識していた上告人は､その

為に及んだとする上告人に対し、不法行為に基づき、慰 好意に応える気持ちになり、上告人宅で一緒に食事をし

謝料等及びこれに対する遅延損害金の支払を求める事 たり、プライベートな会話をしたりして過ごすようにな

案である。上告人は、Aとの間に肉体関係があったこと った。

を否認するとともに、仮にそれが認められるとしても、 (7) Aは、令和5年10月9日午後10時8分頃、上

不法行為としての故意又は過失は認められないとして 告人と共に上告人宅に入り、翌10日午前1時38分頃

争っている。 まで滞在し、また、同月15日午後9時前頃から翌16

2 原審の確定した事実関係の概要は､次のとおりで 日午前1時48分頃まで上告人宅に滞在した。

ある。 (8) Aは、令和5年10月、被上告人に対し、決断を

|1l被上告人（昭和49年生まれ）とA(昭和58年 促すため、本件離婚届を渡した。被上告人とAは、同年

生まれ）は、平成19年7月に婚姻の届出をし、平成2 11月14日、協議離婚をし、別居した。

0年に長男を、平成23年に二男を、平成26年に長女 3 原審は、上記事実関係の下において、要旨次のと

をもうけた。 おり判断し、被上告人の請求を一部認容した。

(21 Aは、令和4年秋頃から、上告人（昭和55年生 上告人とAは､令和5年8月頃には肉体関係を持って

まれ)が代表者を務める会社の営む飲食店に勤務してい’いたと推認されるが､上告人がAから離婚をしたとの報
た。上告人は、令和5年3月に妻と離婚し、同飲食店の 告を受けていた可能性は相当程度あり、上告人が、Aが

店舗に隣接した建物を事務所兼住居（以下「上告人宅」 既婚者であると知りながら肉体関係を持ったと認める

という。）として使用していた。 には足りない。

（3）被上告人とAの夫婦関係は､被上告人が自己破産 しかしながら､離婚したとか婚姻関係が破綻している

したことや被上告人が子らの面倒を余りみなかつたこ などと虚言を弄して不貞行為に及ぶ者が多いことは世

となどが原因でうまくいっておらず､令和5年6月頃に 上よく知られているところであって、これを鵜呑みにす

|は、同居はしていたものの、会話をすることがほとんど るのは注意が足りないものといわざるを得ず､上告人に
｜なく､電子メールにより互いに用件を伝え合うにとどま おいて､Aが被上告人と離婚したと信ずるにつき相当の

’

－
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いとし､被上告人が主張するAの不貞行為に係る上告人

の不法行為の故意についてはこれを認めなかったもの

の､Aが被上告人と離婚したと信ずるにつき相当の理由

があったということはできないとして､過失については

これを認め、請求を一部認容している。

本件については、原審の審理、判断、判決の在り方の

いずれについても問題があると考えるので､その点につ

いて補足して意見を述べることとしたい。もっとも、こ

れは裁判所だけの問題ではなく、当事者の訴訟活動にも

関わっていることである。

2 夫婦の一方がその配偶者と肉体関係を持った第

三者に対してする不法行為に基づく損害賠償請求には、

(1)不貞行為自体を理由とする慰謝料(いわゆる不貞慰

謝料）請求と、(2)夫婦を離婚するに至らせたことを理

由とする慰謝料（いわゆる離婚慰謝料）請求とがあり得

る。この両者は、訴訟物を異にするものである。

不貞慰謝料については、甲の配偶者乙と第三者丙が肉

体関係を持った場合において、甲と乙との婚姻関係がそ

の当時既に破綻していたときは､特段の事情のない限り

丙は、甲に対して不法行為責任を負わないとされる（最

高裁平成5年（オ）第281号同8年3月26日第三小

法廷判決・民集50巻4号993頁)。離婚慰謝料につ

いては、夫婦の一方は、他方と不貞行為に及んだ第三者

に対して、当該第三者が、単に不貞行為に及ぶにとどま

らず､当該夫婦を離婚させることを意図してその婚姻関

係に対する不当な干渉をするなどして当該夫婦を離婚

のやむなきに至らしめたものと評価すべき特段の事情

がない限り、離婚に伴う慰謝料を請求することはできな

いとされる（最高裁平成29年（受）第1456号同3

1年2月19日第三小法廷判決･民集73巻2号187

頁)。

第1審判決は､事案の概要欄において､本件について、

Aと上告人が不貞行為に及んだことにより被上告人が

Aとの離婚を余儀なくされ､精神的苦痛を被ったものと

記載し､両当事者が原審の口頭弁論期日において第1審

判決記載のとおりその主張を陳述したことから､原判決

も、事案の概要欄に同様の記載をしている。請求権に関

し､配偶者の不貞行為により離婚を余儀なくされたとい

う記載は､離婚慰謝料の請求においてよく用いられるも

のではあるが､その表現だけで本件は不貞慰謝料を請求

しているものではないと断ずることはできない。しかし

そのような記載は､不貞慰謝料を請求している事案につ

いては､読み手に誤解を生じさせかねない不適切なもの

といえる。もっとも、本件においては、請求を離婚慰謝

料であると理解すると、上記平成31年判例のいう特段

の事情がうかがわれないことは､当事者の主張ウ証自体

から明らかであると思われるから､不貞慰謝料の請求を

していると理解するのが自然であろう。両当事者も、当

審の口頭弁論期日において､その理解に立った上での陳

理由があったということはできないから､不貞行為に及

んだことについて過失がある。

4 しかしながら､原審の上記判断は是認することが

できない。その理由は、次のとおりである。

前記事実関係によれば、上告人は、もともとAが被上

告人と婚姻関係にあることを認識していたが､Aと肉体

関係を持つまでに、Aから、被上告人と離婚するつもり

であることを伝えられ､本件離婚届を見せられてもいた

のであるから、Aにおいて被上告人と離婚する強固な意

思があったことを認識していたというべきである。その

上、上告人は、Aから、被上告人から家計を別々に管理

することを提案されたと伝えられたり、互いのプライバ

シーに干渉しないことを提案する旨の被上告人とAと

の間の電子メールのやり取りを見せられたりもしてい

たのであるから、Aと肉体関係を持った当時、Aのみな

らず被上告人も夫婦としての婚姻共同生活を解消する

意向を示していることを知り、婚姻共同生活の実体が既

に失われていると認識したこともうかがわれる。以上の

事実関係等を前提にすれば、上告人は、Aと被上告人が

離婚したと信じたことについては相当の理由があった

とはいえないとしても、その婚姻関係が既に破綻してい

ると信じ、かつ、そう信ずるについて相当の理由があっ

たとみる余地がある。そうすると、上告人において、A

が被上告人と離婚したと信ずるについて相当の理由が

あったとはいえないからといって､それだけで直ちにい

わゆる不貞慰謝料の請求を認めるために必要な要素で

ある被上告人の婚姻共同生活の平和の維持に係る権利

利益を侵害したことについての過失があるということ

はできない。

以上によれば､上告人においてAが離婚したと信じ迄

ことについて相当の理由があったか否かを検討するに

とどまり、上告人において婚姻関係が破綻していたと信

じ、かつ、そう信ずるについて相当の理由があったか否

かを検討することなく直ちに上告人に過失があるとし

た原審の判断には､過失に関する法令の解釈適用を誤っ

)べきであるた違法があ るとI

5 以上のとおり、原審の上記判断には、判決に影響

を及ぼすことが明らかな法令の違反がある｡論旨はこの

趣旨をいうものとして理由があり、原半|｣決中、上告人敗

訴部分は破棄を免れない。そして、更に審理を尽くさせ

るため、上記の破棄部分につき、本件を原審に差し戻す

’こととする。

よって、裁半ll官全員一致の意見で、主文のとおり判決

する。なお、裁判官尾島明の補足意見がある。

裁判官尾島明の補足意見は、次のとおりである。

1 法廷意見のとおり、原審は、上告人がAと肉体関

係を持った当時､Aから離婚をしたとの報告を受けてい

た可能性が相当程度あるから、上告人が、Aが既婚者で

あると知りながら肉体関係を持ったと認めるに足りな

肌
可
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るのであって、平成8年判例を踏まえて、婚姻関係の破

綻の有無や時期又はその破綻を上告人が信ずるについ

ての相当の理由について審理判断する契機は十分にあ

ったといわざるを得ない。

上記のような状況の中で、原審は、Aが離婚したと信

じたことについて上告人に相当の理由があったか否か

だけを検討し、これがなかったと半|｣断するにとどまった。

そして､上告人とAが肉体関係を持った時点で被上告人

とAの婚姻関係が既に破綻していたか否か､仮に破綻し

ていたとまではいえなくても、破綻していたと信じ、か，

つ､そう信ずるについて上告人に相当の理由があったか’
否かを検討することなく、上告人に過失が認められると

して請求を一部認容した｡このような原審の審理には問｜題があるといわざるを得ないのである。

に鷲懸震蹴鯨蝋悪霊菫｜
は当裁判所にも顕著であるが、その審理に際しては、安

易で紋切り型の判断に陥らないよう、裁判所及び当事者

において､平成8年判例及び平成31年判例の趣旨を十

分踏まえて､必要かつ適切な訴訟活動等をすることを怠’

ってはならない｡本件の経緯に鑑みて、あえて付言する｜

次第である。

削震判藤崎為賊臓二藤”識順’

述を行っている。

本件のような事案を審理する裁判所においては､訴訟

物が暖昧であると思われる場合にはこれを放置せず､適

切に釈明権を行使するなどして､不貞慰謝料と離婚慰謝

料の違いを踏まえた明瞭な審理判断をすべきであるこ

とはいうまでもない。

3 次は､上記2のように本件を不貞慰謝料の請求で

あると理解する場合に､原審の半l1断にどのような問題が

あるかについてである。

第1審のように上告人とAとの間に肉体関係があっ

たと認定できないというのであれば､それ以上の審理は

不要である。また、原審のようにこれを認定した上で、

被上告人とAが離婚したと信ずるについての相当の理

由が上告人にあったか否かを問題にした場合に､原審と

は異なり、この相当の理由が認められれば、過失なしと

して請求は棄却となるのである。もっとも、原審が本件

でしたように、この相当の理由を認めないのであれば、

そこで直ちに請求が認められるということになるので

はなく、上記平成8年判例があるので、次のような審理

が必要になる。まず、被上告人とAの婚姻関係が破綻し

ていたか否かを審理し、破綻していたとするならば、そ

の破綻の時期と上告人がAと肉体関係を持った時期と

の先後関係を審理し、破綻後の肉体関係であれば、上告

人の認識のいかんを問わず､それだけで請求は棄却とな

る。一方、破綻前の肉体関係と認められるのであれば、

被上告人とAの婚姻関係が破綻していたと上告人が信

ずるについての相当の理由の有無を審理しなければな

らない。そして、この相当の理由が認められるのであれ

ば、過失なしとして請求棄却となり、認められない場合

に初めて請求認容の余地が生ずるといえるのである。

本件においては､被上告人とAの夫婦関係が悪化して

からの期間は比較的短く、また別居もしていなかったと

はいえ、① 夫婦間の会話がほとんどなくなり、電子メ

ールで用件を伝え合うようになった､② 被上告人の離

婚を考えている旨の電子メールに対し､Aがその申出を

了承する旨の電子メールを返信した､③ Aが上告人に

離婚の相談をした､④ 被上告人がAに子らの養育費な

どについて弁護士に相談に行く旨の電子メールを送信

した、⑤ 被上告人がAに対し、被上告人とAの家計を

別々に管理し､互いのプライバシーに干渉しないことを

電子メールで提案し、Aがこれに同意した、⑥ Aがす

ぐに離婚できるように離婚届の用紙を用意し、自分の記

載箇所に記入した、⑦ Aが上告人に好意を抱き、上告

人に本件離婚届を見せ、離婚の意思を伝えた、⑧ Aが

上告人に上記家計別管理の提案に同意したことを伝え、

また上記プライバシー不干渉を提案する電子メールも

見せた､⑨ Aが被上告人に本件離婚届を渡して決断を

促したところ､程なくして協議離婚が成立した等の婚姻

関係の破綻をうかがわせる事実の主張立証がされてい

’

I

5
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記事 ◎高齢者叙勲
I

◎広報テーマ(8月分）
i鈴子訂己弗＝ .,甲内ぷき、： 毒･芋-~”.…芋ぐげ早く,-Z呂冒 一 口孝宅､

別紙「高齢者叙勲」のとおり
r二・

◎叙位・叙勲（4月分、死亡者のみ）

別紙「叙位・叙勲（令和8年4月、死亡者のみ）」の

とおり

◎人事異動

定年退官

大阪簡易裁判所判事 田中俊次

(6月9日）

大阪簡易裁判所判事

尼崎簡易裁判所半l1事

尼崎簡易裁判所判事

大阪簡易裁判所判事

植屋伸一

伊葉匡功

(以上6月10日）

唾

9

6

餐戦
鞘

裁判員経驍者 称 "需 “の薑喜一

擬お届けします。
. …一

一 』 シ

鑛調蜑胤，識難騨〕
,'’ よ

1 と

97●4％ 者の声を総介いたします！
どんなことがよかったのか、経験

,E喰腕■uけ81済守&下〆T-卜画円陣■■笹■ ⑦窪~好面,｡DP9句的!』qP

経験者の声

興諜熟鯏撫鰡

風溌涛灘f=畔
息;擬恥撫爆淵

得がたい経験が-て｡きました1

人の人生に間わることを､自分一人て・はなくH1且別や年誌の異な
る方々と話し合って.ﾁｰﾑとして決めるという得がたい経験がて・

ききしたロ

溺饗…
経験した方の多くが、いい経験だった、という感想

をもってくれているみたいて‘うれしいニヤ宅

経験者の方からこれから裁判員を経験するみなさんへのメッセージ

恩
裁判員をするにあたって気を付けていたことは､‘『健康､2時間、

縄
3ルールの3つだけ(ルールは選ばれてから教われる

ていい､完豊じゃなくていい､日常の延長にあると恩っ

加し~てい｛Iということを伝えたいてす．

義判官からこれから裁判員を経験するみなさんへのメッセージ

溌蒋簿欝聯難蕊
ｰ

|I里裁判員経験者の声をもっとお知りに珂尽房ほこちら1 11
裁判所ては､様々な場面て裁判員経験者の方々のこ意見

やこ感想を伺っており､これまて'裁判所にお寄せいただいた 阻験君の声ヘージ
様々な声を紹介しているコンテンヅをまとめ~ています勘

回鈩

謹・裁判員経験者の意見交換会 ；蕊

・裁判員経験者に対するｱﾝｹｰﾄ調資 ：．f《
・裁判員経験者の座談会 なと・

裁判員制度は､法律の専門家て~はない国民のみなさんに参加していたたくここ
に意義のある制度です_みなさんの積裡的なご参加をお願いします‘

●裁判員制度をもっと詳しくお知りになりたい方はこちら！

且*'1所ウェブ・サイト

hf？pｮ:,、、murfg、90．胆

識[翌

ロibqninト、由x･h?■I

図

インフォグラフィ･フクス動邑

裁判員制度
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民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
が
、
令
和
八
年
六
月
十
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
規
則
は
、
最
近
に
お
け
る
経
済
事
情
の
変
動
に
鑑
み
、
証
人
等
の
日
当
の
最
高
額
を

引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
規
則
は
、
本
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

◎
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
令
和
八
年
六
月
一
○
日
公
布

最
高
裁
判
所
規
則
第
一
○
号
）

◎
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
条
文

◎
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

法
律
案
Ⅱ
別
添
２
の
と
お
り

標
記
の
法
律
案
が
、
令
和
八
年
五
月
十
五
日
、
第
二
百
二
十
一
回
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
法
律
案
は
、
近
年
に
お
け
る
刑
事
事
件
の
再
審
の
手
続
を
め
ぐ
る
諸
事
情
に
鑑
み
〈

同
手
続
が
非
常
救
済
手
続
と
し
て
よ
り
適
切
に
機
能
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
再
審
請
求
審

に
お
け
る
証
拠
の
提
出
命
令
、
再
審
開
始
の
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
立
て
、
再
審

手
続
に
お
け
る
裁
判
官
の
除
斥
、
再
審
請
求
審
に
お
い
て
審
理
を
要
す
る
も
の
を
選
別
す
る

た
め
の
調
査
手
続
、
審
理
を
要
す
る
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
審
判
手
続
そ
の
他
の
再
審

手
続
等
に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

最
高

裁
判

所
規

《
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て
》

法
律

《
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
》

（
規
則
本
文
は
省
略
。
条
文
に
代
え
て
、
新
旧
対
照
条
文
を
掲
載
。
）

新
旧
対
照
条
文
Ⅱ
別
添
１
の
と
お
り

等

則

7



(別紙）

高 齢 者 叙 勲

発令日 勲 等職 名 氏 名

元東京地方裁判所八王子支部判事 関 野 杜滋子 瑞 中6．1



(別紙）

叙 位 ・ 叙 勲（令和8年4月、死亡者のみ）

階
等

位
勲氏 名 発令日職 名

正三付

亀 山 継 夫元最高裁判所判事 4.6

正四位

瑞小

大 濱 寿 美広島地方裁判所判事 4. 11

従五位

江 橋 湖三郎元日本弁護士連合会常務理事 4．24

従五付

大 崎 康i溥元日本弁護士連合会常務理事 4．27

従五位

旭小

相 馬 弘 昭元日本弁護士連合会理事 41.30



裁判所時報第188 9号 別添1

（
証
人
等
の
口
当
の
額
）

第
七
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
最
高
裁
判
所
が
定
め
る

額
は
、
証
人
、
民
事
訴
訟
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
（
こ

れ
を
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）

の

規
定
に
よ
る
審
尋
を
し
た
参
考
人
及
び
事
実
の
調
査
の
た

め
に
裁
判
所
か
ら
期
日
に
出
頭
す
・
へ
き
旨
の
呼
出
し
を
受

け
た
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
七
百
五
十
円
、
鑑

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

第
一
条
関
係
ｌ
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
五
号
）

定
人
、
通
訳
人
、
査
証
人
及
び
同
法
第
二
百
十
八
条
第
二

項
（
こ
れ
を
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

。
）
又
は
公
害
紛
争
処
理
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

八
号
）
第
四
十
二
条
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
説

明
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
三
百
五
十
円
と
す
る

新

（
証
人
等
の
日
当
の
額
）

第
七
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
最
高
裁
判
所
が
定
め
る

額
は
、
証
人
、
民
事
訴
訟
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
（
こ

れ
を
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）

の

規
定
に
よ
る
審
尋
を
し
た
参
考
人
及
び
事
実
の
調
査
の
た

め
に
裁
判
所
か
ら
期
日
に
出
頭
す
・
へ
き
旨
の
呼
出
し
を
受

け
た
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
四
百
五
十
円
、
鑑

定
人
、
通
訳
人
、
査
証
人
及
び
同
法
第
二
百
十
八
条
第
二

項
（
こ
れ
を
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

〕
）
又
は
公
害
紛
争
処
理
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

八
号
）
第
四
十
二
条
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
説

明
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
五
十
円
と
す
る
。

I己

２

1

（
証
人
等
の
日
当
の
額
）

第
三
条

法
第
四
条
第
一
一
項
の
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
額
は

、
証
人
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
七
百
五
十
円
、
鑑

定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳
人
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八

千
三
百
五
十
円
と
す
る
。
。

第
二
条
関
係
ｌ
刑
事
の
手
続
に
お
け
る
証
人
等
に
対
す
る
給
付
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
八
号
）

第
三
条
関
係
ｌ
人
身
保
護
法
に
よ
る
国
選
代
理
人
の
旅
費
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
二
十
三
号
）

第
三
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
八
千
三
百
五
十
円
以
内
に

お
い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

新新

（
証
人
等
の
日
当
の
額
）

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
の
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
額
は

、
証
人
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
四
百
五
十
円
、
鑑

定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳
人
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八

判
判
刊
「
叫
叫
と
す
る
。

第
三
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
八
千
五
十
円
以
内
に
お
い

て
、
裁
判
所
害
記
官
が
定
め
る
。

E

■
、
’

1

Ｄ
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’
1

1

第
七
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
一
万
千
二
百
円
以
内
に
お

い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

第
五
条
関
係
ｌ
参
与
員
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
三
号
）

第
四
条
関
係
ｌ
司
法
委
員
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
二
十
九
号
）

第
六
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
一
万
千
二
百
円
以
内
に
お

い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

新新

第
七
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
一
万
八
白
円
以
内
に
お
い

て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

第
六
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
一
万
八
百
円
以
内
に
お
い

て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

、
■
’E

Ｆ
Ｄ

6

第
六
条
関
係
ｌ
鑑
定
委
員
規
則
（
昭
和
町
十
二
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
四
号
）

第
七
条
関
係
ｌ
執
行
官
の
手
数
料
及
び
費
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
五
号
）

（
日
当
の
支
給
基
準
及
び
額
）

第
七
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
六
千
五
百
四
十
円
以
内
に

お
い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

（
立
会
人
の
日
当
等
）

第
三
十
八
条

立
会
人
の
日
当
（
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号

）

は
、
五
千
八
百
二
十
円
以
内
と
し
、
執
行
官
が
状
況
に

よ
り
額
を
定
め
て
支
給
す
る
。

２
（
略
）

（
評
価
人
の
日
当
等
）

第
四
十
条

前
条
第
一
号
の
日
当
は
、
八
千
三
百
五
十
円
以

７

内
と
し
、
執
行
官
が
状
況
に
よ
り
額
を
定
め
て
支
給
す
る

新新

（
日
当
の
支
給
基
準
及
び
額
）

第
七
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
六
千
三
百
十
円
以
内
に
お

い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

（
立
会
人
の
日
当
等
）

第
三
十
八
条

立
会
人
の
日
当
（
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号

）

は
、
五
千
六
百
二
十
円
以
内
と
し
、
執
行
官
が
状
況
に

よ
り
額
を
定
め
て
支
給
す
る
。

２
（
略
）

（
評
価
人
の
日
当
等
）

第
四
十
条

前
条
第
一
号
の
日
当
は
、
八
千
五
十
円
以
内
と

し
、
執
行
官
が
状
況
に
よ
り
額
を
定
め
て
支
給
す
る
。

｜■●’■
■
’
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第
八
条
関
係
Ｉ
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
七
号
）

（
裁
判
員
等
の
日
当
・
法
第
十
一
条
等
）

第
七
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
裁
判
貝
及
び
補
充
裁
判
員
に
つ
い
て
は

一
日
当
た
り
一
万
九
百
円
以
内
に
お
い
て
、
裁
判
員
等
選

任
手
続
の
期
日
に
出
頭
し
た
選
任
予
定
裁
判
員
及
び
裁
判

員
候
補
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
七
百
五
十
円
以

内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
所
が
定
め
る
。

２
～
４

（
略
〕

新

（
裁
判
員
等
の
日
当
・
法
第
十
一
条
等
）

第
七
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
貝
に
つ
い
て
は

一
日
当
た
り
一
万
五
百
円
以
内
に
お
い
て
、
裁
判
員
等
選

任
手
続
の
期
日
に
出
頭
し
た
避
任
予
定
裁
判
員
及
び
裁
判

員
候
補
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
四
百
五
十
円
以

内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
所
が
定
め
る
。

２
～
４

（
略
）

脂

Q10



、

裁判所時報第1889号 別添2

刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
（
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
訴
訟
の
記
録
（
訴
訟
終
結
後
の
も
の
に
限
る
。
）
を
含
む
。
第
四
十
七
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
」
を
加

同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
四
百
五
十
条
の
二

第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
し
て
は
、
当
該
決
定
が
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
認
め
る
に
足
り
る
十
分
な
根
拠
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
即
時
抗
告
を
棄
却
す
る
決
定
又
は
前
条
の
即
時
抗
告
（
第
四
百
四
十
六
条
又
は
第
四
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
決
定
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
係
属
す
る
抗
告
裁
判
所
の
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

に
対
す
る
第
四
百
三
十
三
条
第
一
項
の
抗
告
は
、
当
該
決
定
が
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
め
る
に
足
り
る
卜
分
な
根

拠
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
府
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と

第
四
百
四
十
二
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
一
を
「
た
だ
し
－
に
、
「
請
求
に
つ
い
て
の
裁
判
が
あ
る
一
を
「
判
決
が
確
定
す

る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

管
轄
裁
判
所
に
対
応
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
た
と
き
は
、

刑
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拘
置
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
百
四
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
た
と
き
は
、
決
定
で
刑
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拘
置
を
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
百
五
十
条
中
「
、
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
」
を
削
り
、
「
前
条
第
一
項
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
、

え
｝
つ
ｃ

す
る
。

一

第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
（
最
高
裁
判
所
が
し
た
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
っ
た
と
き

そ
の
旨

並
び
に
検
察
官
が
当
該
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
又
は
第
四
百
三
十
三
条
第
一
項
の
抗
告
を
し
た
か
ど
う
か
及
び
当
該

即
時
抗
告
又
は
抗
告
を
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
理
由

二
第
一
項
の
即
時
抗
告
を
棄
却
す
る
決
定
が
あ
っ
た
と
き
そ
の
旨
並
び
に
検
察
官
が
当
該
決
定
に
対
す
る
第
四
百
三

2 ’

第
二
条

刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
八
十
八
条
の
二
第
二
項
中
「
者
」
の
下
に
「
又
は
開
始
決
定
再
審
請
求
者
」
を
、
「
自
白
」
の
下
に
「
若
し
く
は
供

述
一
を
、
「
よ
り
、
｜
の
下
に
「
被
告
人
で
あ
っ
た
者
が
一
を
加
え
、
「
前
項
一
を
「
前
二
項
一
に
改
め
、
同
条
第
一
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
再
審
開
始
の
決
定
が
確
定
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
と
き
は
、

国
は
、
当
該
再
審
開
始
の
決
定
に
係
る
再
審
の
請
求
を
し
た
者
（
検
察
官
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
開
始
決
定

再
審
請
求
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
そ
の
再
審
の
請
求
の
手
続
に
要
し
た
費
用
の
補
償
を
す
る
。
た
だ
し
、
開
始
決
定

再
審
請
求
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
生
じ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
補
償
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
八
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
被
告
人
で
あ
っ
た
」
を
「
当
該

６

各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

十
三
条
第
一
項
の
抗
告
を
し
た
か
ど
う
か
及
び
当
該
抗
告
を
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
理
由

第
四
百
五
十
条
の
三

第
四
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告

号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

前
条
第
一
項
の
補
償
被
告
人
で
あ
っ
た
者

二
前
条
第
二
項
の
補
償
開
始
決
定
再
審
請
求
者

第
百
八
十
八
条
の
三
第
二
項
中
「
六
箇
月
」
を「
六
月
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
八
条
の
六
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
範
囲
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
に
関
し
て
は
、
刑
事
訴

訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
一
号
）
の
規
定
中
、
被
告
人
若
し
く
は
被
告
人
で
あ
っ
た
者
又

は
開
始
決
定
再
審
請
求
者
に
つ
い
て
は
証
人
、
弁
護
人
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
弁
護
人
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

一

第
百
八
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
百
八
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
補
償
さ
れ
る
費
用

被
告
人
若
し
く
は
被
告

人
で
あ
っ
た
者
又
は
そ
れ
ら
の
者
の
弁
護
人
で
あ
っ
た
者
が
公
判
準
備
及
び
公
判
期
日
に
出
頭
す
る
に
要
し
た
旅
費
、

日
当
及
び
宿
泊
料
並
び
に
弁
護
人
で
あ
っ
た
者
に
対
す
る
報
酬

二
第
百
八
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
補
償
さ
れ
る
費
用
開
始
決
定
再
審
請
求
者
又
は
そ
の
弁
護
人
で
あ
つ

の
提
起
期
間
は
、
第
四
百
二
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
四
日
と
す
る
。

前
項
の
即
時
抗
告
に
係
る
抗
告
裁
判
所
の
決
定
に
対
す
る
第
四
百
三
十
三
条
第
一
項
の
抗
告
の
提
起
期
間
は
、
同
条
第

二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
四
日
と
す
る
。
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第
四
百
三
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
百
三
十
八
条
の
二

裁
判
官
は
、
再
審
の
請
求
が
あ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
、
原
判
決
に
係
る
被
告
事
件
に
つ
い
て
の
次

に
掲
げ
る
裁
判
に
関
与
し
た
と
き
は
、
職
務
の
執
行
か
ら
除
斥
さ
れ
る
。

一

第
三
百
三
十
三
条
、
第
三
百
三
十
四
条
又
は
第
三
百
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
判
決

二
前
号
に
掲
げ
る
判
決
に
係
る
第
三
百
九
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
判
決

に
改
め
る
。

の
次
に
掲
げ
る
決
定
に
関
与
し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

一

第
四
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
百
四
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四

百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

二
前
号
に
掲
げ
る
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
又
は
第
四
百
二
十
八
条
第
二
項
の
異
議
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
決
定
（
当

該
即
時
抗
告
又
は
異
議
の
申
立
て
の
手
続
が
そ
の
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
の
み
を
理
由
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

第
四
百
四
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
百
四
十
一
条
の
二

再
審
の
請
求
を
す
る
に
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
管
轄
裁
判
所
に
差
し
出
さ
な
け
れ
ば

た
者
が
同
項
の
再
審
の
請
求
に
係
る
審
判
の
手
続
に
出
頭
す
る
に
要
し
た
旅
費
、
日
当
及
び
宿
泊
料
並
び
に
弁
護
人
で

あ
っ
た
者
に
対
す
る
報
酬

・

第
百
八
十
八
条
の
六
第
二
項
中
「
又
は
公
判
期
日
」
を
「
若
し
く
は
公
判
期
日
又
は
前
項
第
二
号
の
審
判
の
手
続
」
に
、

「
前
項
」
を
「
同
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
八
条
の
七
中
「
被
告
人
又
は
」
を
「
被
告
人
若
し
く
は
」
に
、
「
者
」
を
「
者
又
は
開
始
決
定
再
審
請
求
者
」

三
略
式
命
令

裁
判
官
が
、

前
項
の
書
面
に
は
、
証
拠
書
類
又
は
証
拠
物
及
び
原
判
決
の
裁
判
書
の
謄
本
（
裁
判
書
が
電
磁
的
記
録
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
裁
判
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
全
部
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
で
あ
っ

て
そ
の
内
容
が
当
該
裁
判
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
さ
れ
た
も
の
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
百
七
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
百
十
二
条
の
二

第
一
項
（
第
四
百
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
場
合
又
は
第
二
百
九
十
九

な
ら
な
い
。

再
審
開
始
の
決
定
が
確
定
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
再
審
開
始
の
決
定
に
係
る
再
審
の
請
求
に
つ
い
｝

楢
。
】△
０

こ
れ
ら
の
措
置
に
係
る
氏
名
若
し
く
は
住
居
の
記
載
又
は
記
録
が
な
い
も
の
を
添
え
れ
ば
足
り
る
。

第
四
百
四
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
百
四
十
四
条
の
二

再
審
の
請
求
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
請
求
に
つ
い
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。前
項
の
哉
判
所
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

y 条
の
四
第
一
項
、
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
八
項
若
し
く
は
第
二
百
九
十
九
条
の
五
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第

四
百
四
条
（
第
四
百
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
．
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
原
判
決
の
裁
判
書
の
謄
本
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
証
拠
書
類
又
は

証
拠
物
及
び
原
判
決
の
裁
判
書
の
抄
本
（
裁
判
書
が
電
磁
的
記
録
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
裁
判
書
に
記
録
さ
れ

て
い
る
事
項
の
一
部
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て
そ
の
内
容
が
当
該
裁
判
書
に
記
録
さ

れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
さ
れ
た
も
の
）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
求
め
に
係
る
個
人
特
定
事
項
又
は

前
項
の
裁
判
所
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て

該
各
号
に
定
め
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

次
に
掲
げ
る
場
合
再
審
の
請
求
を
棄
却
す
る
決
定

イ
再
審
の
請
求
が
法
令
上
の
方
式
に
違
反
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

ロ
再
審
の
請
求
が
請
求
権
の
消
滅
後
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

ハ
第
四
百
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
再
審
の
請
求
の
理
由
が
明
ら
か
に
第
四
百
三
十
五
条
各
号

又
は
第
四
百
三
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
認
め
る
と
き
。

二
再
審
の
請
求
が
理
由
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
る
場
合

再
審
開
始
の
決
定

三
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

審
判
を
開
始
す
る
旨
の
決
定
（
以
下
「
審
判
開
始
の
決
定
」
と
い
う
。
）

前
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
し
た
と
き
は
、
決
定
で
刑
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
た
と
き
は
、
決
定
で
刑
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拘
置
を
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
百
四
卜
五
条
中
「
再
審
の
請
求
を
受
け
た
」
を
「
審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
」
に
、
「
取
調
」
を
「
取
調
べ
」
に
改

、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
吹
の
一
項
を
加
え
る
。

再
審
の
請
求
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
事
実
の
取
調
べ
を
す
る
こ
と
が
で
き

７
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第
四
百
四
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

再
審
の
請
求
を
し
た
者
（
検
察
官
を
除
く
。
以
下
「
再
審
請
求
者
」
と
い
う
。
）
、
弁
護
人
又
は
検
察
官
は
、
審
判
開

始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
に
対
し
、
事
実
の
取
調
べ
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
百
四
十
五
条
の
次
に
吹
の
九
条
を
加
え
る
。

第
四
百
四
十
五
条
の
二

審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
再
審
の
請
求
の
理
由
に
関
連
す
る
と
認
め
ら
れ
る
証
拠
に

つ
い
て
、
そ
の
関
連
性
の
程
度
そ
の
他
の
当
該
再
審
の
請
求
に
つ
い
て
の
裁
判
を
す
る
た
め
に
提
出
を
受
け
る
こ
と
の
必

要
性
の
程
度
並
び
に
そ
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
弊
害
の
内
容
及
び
程
度
を
考
慮
し
、
相
当
と
認

め
る
と
き
は
、
再
審
請
求
者
若
し
く
は
弁
護
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
決
定
で
、
検
察
官
に
対
し
、
当
該
証
拠
の

提
出
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
所
は
、
前
項
の
決
定
又
は
同
項
の
請
求
を
却
下
す
る
決
定
を
す
る
に
は
、
検
察
官
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら

第
四
百
四
十
五
条
の
三

裁
判
所
は
、
前
条
第
一
項
の
決
定
を
す
る
か
否
か
の
判
断
を
す
る
に
当
た
り
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
検
察
官
に
対
し
、
当
該
判
断
の
対
象
と
な
る
証
拠
の
提
示
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
証
拠
の
全
部
又
は
一
部
が
電
磁
的
記
録
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
表
示

し
た
も
の
を
閲
覧
し
、
又
は
そ
の
内
容
を
再
生
し
た
も
の
を
視
聴
す
る
方
法
に
よ
り
、
提
示
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

裁
判
所
は
、
前
条
第
一
項
の
決
定
を
す
る
か
否
か
の
判
断
を
す
る
に
当
た
り
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察

官
に
対
し
、
そ
の
保
管
す
る
証
拠
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
の
指
定
す
る
範
囲
に
属
す
る
も
の
の
標
目
の
一
覧
表
を
提
示
す
る

こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
検
察
官
が
当
該
一
覧
表
を
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
し
た
と

き
は
、
当
該
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
表
示
し
た
も
の
を
閲
覧
す
る
方
法
に
よ
り
、
提
示
を
受
け
る
も
の
と
す

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
何
人
に
も
、
第
一
項
の
証
拠
又
は
前
項
の
一
覧
表
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

前
三
項
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
即
時
抗
告
が
係
属
す
る
抗
告
裁
判
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
百
四
十
五
条
の
四
弁
護
人
は
、
再
審
の
請
求
の
手
続
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
後
に
検
察
官

な
いな

し、
｡

る
。

第
一
項
の
決
定
又
は
同
項
の
請
求
を
却
下
す
る
決
定
に
対
し
て
は
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

910

他
人
に
委
ね
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
百
四
十
五
条
の
五

再
審
請
求
者
、
弁
護
人
又
は
弁
護
人
で
あ
っ
た
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
証
拠
に
係
る
複
製
等

第
四
百
四
十
五
条
の
六

再
審
請
求
者
が
、
第
四
百
四
十
五
条
の
四
に
規
定
す
る
証
拠
に
係
る
複
製
等
を
、
前
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
手
続
又
は
そ
の
準
備
に
使
用
す
る
目
的
以
外
の
目
的
で
、
人
に
交
付
し
、
又
は
提
示
し
、
若
し
く
は
電
気
通

信
回
線
を
通
じ
て
提
供
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

弁
護
人
又
は
弁
護
人
で
あ
っ
た
者
が
、
第
四
百
四
十
五
条
の
四
に
規
定
す
る
証
拠
に
係
る
複
製
等
を
、
対
価
と
し
て
財

産
上
の
利
益
そ
の
他
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
人
に
交
付
し
、
又
は
提
示
し
、
若
し
く
は
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
提
供

し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

第
四
百
四
十
五
条
の
七

審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
審
理
を
終
結
す
る
ま
で
に
、
再
審
の
請
求
に
つ
い
て
、
再

四
百
四
十
五
条
の
七

審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
審
理
を
終
結
す
る
ま
で
に
、
再
審
の
請
求
に
つ
い
て
、
再

審
請
求
者
（
再
審
請
求
者
が
第
四
百
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
再
審
請
求
者
及

び
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
）
、
弁
護
人
及
び
検
察
官
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
審
理
を
終
結
す
る
に
は
、
審
理
を
終
結
す
る
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
審

理
終
結
日
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
理
の
終
結
に
つ
い

て
、
再
審
請
求
者
又
は
弁
護
人
及
び
検
察
官
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
再
審
請
求
者
、
弁
護
人
若
し
く
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
審

を
、
次
に
掲
げ
る
手
続
又
は
そ
の
準
備
に
使
用
す
る
目
的
以
外
の
目
的
で
、
人
に
交
付
し
、
又
は
提
示
し
、
若
し
く
は
電

気
通
信
回
線
を
通
じ
て
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

当
該
再
審
の
請
求
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
再
審
の
請
求
の
手
続

二
前
号
に
掲
げ
る
手
続
に
お
い
て
再
審
開
始
の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
お
け
る
被
告
事
件
の
審
理
そ
の
他
の
当
該
被

告
事
件
に
係
る
裁
判
の
た
め
の
審
理
及
び
当
該
被
告
事
件
に
関
す
る
第
二
百
八
十
一
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る

手
続
（
同
号
ホ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
再
審
請
求
者
の
再
審
の
請
求
に
係
る
利
益
又
は
再
審
に
お
け
る

被
告
人
の
防
御
権
を
踏
ま
え
、
複
製
等
の
内
容
、
行
為
の
目
的
及
び
態
様
、
関
係
人
の
名
誉
又
は
そ
の
私
生
活
若
し
く
は

業
務
の
平
穏
が
害
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
当
該
複
製
等
に
係
る
証
拠
が
公
判
期
日
に
お
い
て
取
り
調
。
へ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
取
調
べ
の
方
法
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

か
ら
提
出
を
受
け
た
証
拠
を
謄
写
し
た
と
き
は
、
そ
の
証
拠
に
係
る
複
製
等
を
適
正
に
管
理
し
、
そ
の
保
管
を
み
だ
り
に
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理
終
結
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

審
理
終
結
日
を
変
更
す
る
に
は
、
裁
判
所
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
再
審
請
求
者
又
は
弁
護

人
及
び
検
察
官
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
急
速
を
要
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

審
理
終
結
日
は
、
再
審
請
求
者
、
弁
護
人
及
び
検
察
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
百
四
十
五
条
の
八

審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
審
理
を
終
結
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
再
審
の
請
求
に

つ
い
て
決
定
を
す
る
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
決
定
日
一
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
決
定
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
決
定
日
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
百
四
十
五
条
の
九

審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
再
審
請
求
者
、
弁
護
人
若
し
く

は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
、
決
定
で
、
終
結
し
た
審
理
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
百
四
十
五
条
の
十
審
判
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
再
審
請
求
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
再
審
の
請
求

の
手
続
は
、
中
断
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
は
、

そ
の
手
続
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

改
め
る
。 第
二
項
の
期
間
内
に
同
項
の
申
立
て
が
な
い
と
き
は
、
審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
決
定
で
再
審
の
請
求
を

棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
百
四
十
六
条
中
「
再
審
」
を
「
審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
審
理
の
結
果
、
再
審
」
に
、
「
あ
る
」
を

「
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
」
に
改
め
る
。

第
四
百
四
十
七
条
第
一
項
中
「
再
審
」
を
「
審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
審
理
の
結
果
、
再
審
」
に
、
「
と

き
」
を
「
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
決
定
」
を
「
規
定
に
よ
る
決
定
」
に
改
め
る
。

第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
中
「
再
審
の
」
を
「
審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
裁
判
所
は
、
審
理
の
結
果
、
再
審
の
」
に
、

「
と
き
」
を
「
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
再
審
開
始
の
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
」
に

進
行
を
始
め
る
。

前
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
受
継
の
申
立
て
は
、
再
審
請
求
者
の
死
亡
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
中
断
が
あ
っ
た
と
き
は
、
即
時
抗
告
又
は
第
四
百
三
十
三
条
第
一
項
の
抗
告
の
提
起
期
間
は
、

進
行
を
停
止
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
受
継
が
あ
っ
た
時
か
ら
、
新
た
に
全
期
間
の
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第
四
百
五
十
条
中
「
第
四
百
四
十
六
条
」
を
「
第
四
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

四
百
四
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
四
百
五
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
抗
告
裁
判

所
の
」
の
下
に
「
第
四
百
五
十
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
四
百
四
十
八

条
第
一
項
一
を
「
第
四
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
又
は
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
（
第
四
百
五
十
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
。

第
四
百
五
十
条
の
三
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
四
百
五
十
条
の
四

第
四
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
す
る

即
時
抗
告
が
係
属
す
る
抗
告
裁
判
所
は
、
当
該
即
時
抗
告
に
つ
い
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
抗
告
裁
判
所
は
、
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
の
取
調
べ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
一
項
の
即
時
抗
告
が
理
由
の
あ
る
と
き
は
、
第
四
百
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
決
定
で
、
原
決
定

を
取
り
消
し
て
、
事
件
を
再
審
の
請
求
を
受
け
た
裁
判
所
に
差
し
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
即
時
抗
告
に
係
る
抗
告
裁
判
所
の
決
定
に
対
す
る
第
四
百
三
十
三
条
第
一
項
の
抗
告
が

係
属
す
る
抗
告
裁
判
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
百
五
十
条
の
五
第
四
百
四
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
百
四
十
五
条
の
二
、
第
四
百
四
十
五
条
の
三
、
第
四

四
百
五
十
条
の
五
第
四
百
四
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
百
四
十
五
条
の
二
、
第
四
百
四
十
五
条
の
三
、
第
四

百
四
十
五
条
の
七
（
第
一
項
を
除
く
。
）
か
ら
第
四
百
四
十
五
条
の
九
ま
で
、
第
四
百
四
十
五
条
の
十
第
四
項
並
び
に
第

四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
四
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
第
四
百
四
十
六
条
、
第
四
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
四
百
四

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
が
係
属
す
る
抗
告
裁
判
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
四
百
四
十
五
条
の
八
第
一
項
中
「
再
審
の
請
求
」
と
あ
る
の
は
、
「
即
時
抗
告
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

》（》◎第
四
百
四
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
百
四
十
五
条
の
一
→
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
百
四
十
五
条
の
三
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
百
四
十
五
条
の
卜
第
四
項
並
び
に
第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
四
十
八
条
ま
で
の
規
定

は
、
前
項
の
即
時
抗
告
に
係
る
抗
告
裁
判
所
の
決
定
に
対
す
る
第
四
百
三
十
三
条
第
一
項
の
抗
告
が
係
属
す
る
抗
告
裁
判

所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
百
五
十
一
条
第
二
項
中
「
左
の
」
を
「
次
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
見
込
」
を
「
見
込
み
」
に
改
め
、
同
項
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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
三
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定

公
布
の
日

二
第
一
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日

三
第
二
条
中
刑
事
訴
訟
法
第
百
八
十
八
条
の
二
、
第
百
八
十
八
条
の
三
、
第
百
八
十
八
条
の
六
及
び
第
百
八
十
八
条
の
七

の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
七
条
の
規
定
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
ご
と
に
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
再

審
の
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

（
再
審
の
請
求
の
手
続
の
迅
速
化
等
）

第
三
条

再
審
の
請
求
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
近
年
に
お
け
る
再
審
の
手
続
に
関
す
る
諸
事
情
に
鑑
み
、
裁
判
の
迅
速
化
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
目
標
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
適
正
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
再
審
の
請
求
を
し
た
者
（
検
察
官
を
除
く
。
）
、
弁
護
人
及
び
検
察
官
は
、
再
審
の
請
求
の
手
続
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
裁
判
所
に
進
ん
で
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
拠
の
提
出
命
令
に
よ
る
証
拠
の
提
出
の
在
り
方
）

第
四
条

近
年
に
お
け
る
再
審
の
手
続
に
関
す
る
諸
事
情
に
鑑
み
、
第
二
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規

定
を
除
く
。
附
則
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
「
第
二
条
改
正
後
刑
事
訴
訟

法
」
と
い
う
。
）
第
四
百
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
再
審
の
請
求
の
理
由
に
関
連
す
る
と

け

れ

附 ぱ
L一

則 に

第
二
号
中
「
言
渡
」
を
「
言
渡
し
」
に
、
「
見
込
」
を
「
見
込
み
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た

だ
し
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
再
審
の
請
求
を
し
た
者
」
を
「
再
審
請
求
者
」
に
、
「
附
し
な
け
れ
ば
」
を
「
付
さ
な

け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

ス
員
ロ

（
検
討
）
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さ
れ
た
も
の
又
は
当
該
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
に
係
る
裁
判
所
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
で
あ
っ
て
第
二
号
施
行

日
以
後
に
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
件
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
そ
の
係
属
す
る
裁
判
所
の
決
定

が
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
審
の
請
求
に
係
る
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
等
の
提
起
期
間
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
（
次
項
及
び
附
則
第
十
二
条
に
お
い
て
「
第
一
条
改
正
後
刑
事
訴
訟

認
め
る
証
拠
の
範
囲
が
不
当
に
狭
く
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
審
開
始
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
等
に
係
る
審
理
期
間
）

第
五
条

近
年
に
お
け
る
再
審
の
手
続
に
関
す
る
諸
事
情
に
鑑
み
、
再
審
開
始
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
で
あ
っ
て
附
則

れ
た
も
の
及
び
第
二
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

（
次
項
に
お
い
て
「
第
二
条
改
正
後
決
定
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
即
時
抗
告
（
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
二
十
八
条
第
二
項
の

異
議
の
申
立
て
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
二
号
施
行
日
前
に
さ
れ
た
第
二
条
改
正

前
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
に
つ
い

て
は
、
適
用
し
な
い
。

２
第
一
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
五
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
は
、
第
二
条
改
正
前
決
定
又
は
第
二
条
改
正
後
決
定
に

対
す
る
即
時
抗
告
に
係
る
抗
告
裁
判
所
の
第
二
号
施
行
日
以
後
に
さ
れ
た
決
定
に
対
す
る
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
三
十
三
条
第

一
項
の
抗
告
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
二
条
改
正
前
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
に
係
る
抗
告
裁
判
所
の
第
二
号
施
行
日
前
に
さ
れ
た
決
定
に
対
す
る
刑
事
訴
訟
法
第

四
百
三
十
三
条
第
一
項
の
抗
告
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
再
審
請
求
手
続
に
関
す
る
費
用
補
償
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

第
二
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
．
）
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
第
百
八
十

八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
再
審
開
始
の
決
定
が
確
定
し
た
事
件
に
つ
い
て
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

五
条

近
年
に
お
け
る
再
審
の
手
続
に
関
す
る
諸
事
情
に
鑑
み
、
再
審
開
始
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
で
あ
っ
て
附
側

第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
第
二
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に

六
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
（
次
項
及
び
附
則
第
十
二
条
に
お
い
て
一
第
一
条
改
正
後
刑
事
訴
訟

法
」
と
い
う
。
）
第
四
百
五
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
こ
の
条

及
び
附
則
第
卜
二
条
に
お
い
て
「
第
二
条
改
正
前
刑
事
訴
訟
法
」
と
い
う
。
）
第
四
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
四
百
四
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
（
附
則
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
も

の
を
含
む
。
次
項
及
び
附
則
第
八
条
に
お
い
て
「
第
二
条
改
正
前
決
定
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
第
二
号
施
行
日
以
後
に
さ
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（
再
審
の
請
求
に
関
す
る
調
査
手
続
及
び
審
判
手
続
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

第
二
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
岡
条
の
二
か
ら
第
四
百
四
十
五
条
の
三
ま
で
、
第
四
百
四
十
五
条
の
七
か

ら
第
四
百
四
十
五
条
の
九
ま
で
、
第
四
百
四
十
六
条
、
第
四
百
四
十
七
条
、
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四

百
五
十
条
、
第
四
百
五
十
条
の
二
、
第
四
百
五
十
条
の
四
並
び
に
第
四
百
五
十
条
の
五
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日

日
以
後
に
無
罪
の
判
決
が
確
定
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
再
審
開
始
の
決
定
に
係
る
再
審
の
請
求
の
手
続
に
要
し
た
費
用
で

あ
っ
て
同
日
前
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

（
再
審
公
判
に
お
け
る
裁
判
官
の
除
斥
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

第
二
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
再
審
開
始
の
決
定
が
確
定
し
た
事
件
に
つ

い
て
、
当
該
再
審
開
始
の
決
定
に
係
る
再
審
の
請
求
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
決
定
に
関
与
し
た
裁
判
官
に
も
適
用
す
る
。

一

第
二
条
改
正
前
決
定

二
第
二
条
改
正
前
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
又
は
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
二
十
八
条
第
二
項
の
異
議
の
申
立
て
を
棄
却
す
る

決
定
（
当
該
即
時
抗
告
又
は
異
議
の
申
立
て
の
手
続
が
そ
の
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
の
み
を
理
由
と
す
る
も
の
を
除

（
再
審
請
求
手
続
に
お
い
て
謄
写
さ
れ
た
証
拠
の
複
製
等
の
適
正
管
理
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

第
二
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
五
条
の
四
及
び
第
四
百
四
十
五
条
の
五
の
規
定
は
、
施
行
前
請
求
事
件
の

再
審
の
請
求
の
手
続
に
お
い
て
裁
判
所
が
検
察
官
か
ら
提
出
を
受
け
た
証
拠
が
謄
写
さ
れ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
証
拠
に
係

る
複
製
等
（
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
八
十
一
条
の
三
に
規
定
す
る
複
製
等
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
も
適

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
五
条
の
四
中
「
審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
後
に

検
察
官
」
と
あ
る
の
は
、
．
「
検
察
官
」
と
す
る
。

２
第
二
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
五
条
の
六
の
規
定
は
、
施
行
前
請
求
事
件
の
再
審
の
請
求
の
手
続
に
お
い
て
裁

判
所
が
検
察
官
か
ら
提
出
を
受
け
た
証
拠
が
施
行
日
以
後
に
謄
写
さ
れ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
証
拠
に
係
る
複
製
等
に
つ
い

よ
る
。

（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
再
審
の
請
求
が
あ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
再
審
の
請
求
が

あ
っ
た
事
件
（
次
条
及
び
附
則
第
十
一
条
に
お
い
て
「
施
行
前
請
求
事
件
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

て
も
適
用
す
る
。

（
再
審
請
求
手
続
の
受
継
に
関
す
る
経
過
措
置
）

決
定

く
。
）
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二
項
の
規
定
に
よ
る
死
刑
の
執
行
停
止
と
み
な
す
。

（
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
一
条

第
二
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
五
条
の
十
の
規
定
は
、
施
行
前
請
求
事
件
に
係
る
再
審
の
請
求
を
し
た

者
（
検
察
官
を
除
く
。
）
が
施
行
日
以
後
に
死
亡
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項

中
「
審
判
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
再
審
請
求
者
が
」
と
あ
る
の
は
「
再
審
の
請
求
を
し
た
者
（
検
察
官
を

除
く
。
‐
）
が
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
以
後
に
」
と
、
同
条
第

四
項
中
「
審
判
開
始
の
決
定
を
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
再
審
の
請
求
を
受
け
た
」
と
す
る
。

（
死
刑
確
定
者
の
拘
置
の
停
止
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条

施
行
日
以
後
に
お
け
る
第
一
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

二
条
改
正
前
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
死
刑
の
執
行
停
止
（
附
則
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
含
む
。
）
は
、
第
二
条
改
正
後
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
八
条
第

（
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
七
条
に
次
の
一

十
一

再
審
開
始
（

十
七
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

再
審
開
始
の
決
定
が
確
定
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
裁
判
に
関
与
し
た
者

イ
原
判
決
に
係
る
被
告
事
件
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
裁
判

⑩
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
三
十
三
条
、
第
三
百
三
十
四
条
又
は
第
三
百
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
判
決

②
⑪
に
掲
げ
る
判
決
に
係
る
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
九
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
判
決

③
略
式
命
令

ロ
当
該
再
審
開
始
の
決
定
に
係
る
再
審
の
請
求
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
決
定

側
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
一
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
百
四
十
七
条
第
一

項
若
し
く
は
第
四
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

②
川
に
掲
げ
る
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
又
は
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
二
十
八
条
第
二
項
の
異
議
の
申
立
て
を
棄
却

す
る
決
定
（
当
該
即
時
抗
告
又
は
異
議
の
申
立
て
の
手
続
が
そ
の
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
の
み
を
理
由
と
す
る
も

す
る
決
定

の
を
除
く

）

24 嘩！



し第
十
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
（
第
十
一
号
ロ
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
再
審
開
始
の
決
定
が
確
定
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
再
審
開
始
の
決
定
に
係
る
再
審
の
請

（
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三

び
証
拠
物
（
‘
｜
を

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
六
条

こ
の
附
司

求
に
つ
い
て
の
附
則
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
決
定
に
関
与
し
た
者
に
も
適
用
す
る
。

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
う
ち
刑
事
訴
訟
法
第
四
十
条
第
一

び
証
拠
物
（
‐
｜
を
「
」
を
、
「
及
び
証
拠
物
」

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

項
の
改
正
規
定
中
「
及
び
証
拠
物
」
を
」
を
「
書
類
」
の
下
に
」
に
、
「
及

の
下
に
「
（
」
に
、
「
に
改
め
一
を
「
を
加
え
一
に
改
め
る
。

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

噸


